
市 議 会 だ よ り 第２０１号2012年（平成24年）5月12日（３）

い
が
、
20
年
、
30
年
後
に
は
、

脱
原
発
、
日
本
は
原
発
ゼ
ロ
と

い
う
国
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

本
市
で
も
、
放
射
能
汚
染
に
よ

る
市
北
部
で
の
除
染
作
業
や
子

育
て
中
の
家
庭
へ
の
深
刻
な
不

安
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
市

民
47
万
人
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

首
長
と
し
て
、
原
発
に
対
す
る

考
え
を
表
す
べ
き
で
あ
る
。

答　

原
発
事
故
は
、
現
場
か
ら

２
０
０
㎞
離
れ
た
本
市
で
も
、

計
画
停
電
や
放
射
能
汚
染
に
よ

る
不
安
な
ど
、
市
民
生
活
に
影

響
を
与
え
て
い
る
。
事
故
に
つ

い
て
は
、
国
が
設
置
し
た
「
事

故
調
査
・
検
証
委
員
会
」
の
最

終
報
告
を
踏
ま
え
、
冷
静
に
判

断
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

更
に
、
原
発
へ
の
依
存
度
を

代表質疑
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答　

仮
称
妙
典
橋
は
、
県
に
よ

る
と
全
体
の
用
地
取
得
率
は
約

93
％
で
、
外
環
道
路
の
整
備
に

合
わ
せ
て
完
成
さ
せ
る
予
定
で

あ
る
。
行
徳
橋
は
、
現
在
、
行

徳
可
動
堰
の
改
良
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
昨
年
、
国
と

県
で
、
架
け
替
え
に
関
す
る
基

本
的
な
合
意
が
さ
れ
、
橋
の
構

造
な
ど
の
検
討
、
費
用
負
担
及

び
工
事
工
程
な
ど
詳
細
に
協
議

が
行
わ
れ
、
早
期
の
事
業
着
手

に
向
け
て
の
調
整
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
、
こ

の
よ
う
な
情
報
を
収
集
し
て
早

期
整
備
に
向
け
協
力
し
て
い
く
。

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画

に
つ
い
て
は
、
市
が
管
理
す
る

橋
の
効
率
的
な
修
繕
を
行
う
た

め
、
点
検
結
果
を
踏
ま
え
て
長

期
の
修
繕
計
画
を
策
定
し
道
路

網
の
安
全
を
確
保
し
て
い
く
。

給
食
費
無
料
化

問　

給
食
費
無
料
化
を
開
始
す

る
こ
と
は
評
価
し
て
い
る
が
、

対
象
者
を
小
中
学
校
に
在
学
中

の
３
人
目
以
降
に
限
定
し
て
い

て
い
く
こ
と
、
ま
た
25
年
１
月

か
ら
ハ
イ
リ
ス
ク
を
含
む
分
娩

等
の
入
院
診
療
を
開
始
す
る
予

定
で
あ
る
こ
と
、
更
に
時
間
外

小
児
救
急
受
け
入
れ
は
５
月
を

目
途
に
体
制
を
拡
充
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

同
セ
ン
タ
ー
の
救
急
、
周
産
期
、

小
児
の
３
つ
の
重
点
医
療
の
機

能
が
、
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
全

病
床
が
稼
働
す
る
の
は
25
年
度

末
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
今
後

も
市
と
し
て
見
守
っ
て
い
く
。

再

生

可

能

エ
ネ
ル
ギ
ー

問　

日
本
中
で
原
発
が
１
基
も

稼
働
で
き
な
い
と
い
う
状
態
に

な
れ
ば
、
火
力
発
電
だ
け
で
は

全
て
の
電
力
を
賄
い
き
れ
な
い

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
こ
で

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
頼
る

こ
と
に
な
る
た
め
、
公
共
施
設

へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大

設
置
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
本

市
の
公
共
施
設
で
の
設
置
の
進

捗
状
況
を
問
う
。
ま
た
、
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
の

普
及
を
促
進
す
る
た
め
の
具
体

策
と
制
度
自
体
の
見
直
し
等
は

今
後
、
考
え
て
い
く
の
か
。

答　

現
在
、
小
中
学
校
19
校
、

北
消
防
署
な
ど
の
公
共
施
設
９

施
設
の
合
計
28
施
設
に
導
入
し

て
お
り
、
今
後
も
公
共
施
設
の

新
設
に
際
し
て
は
、
導
入
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま

た
、
本
市
が
行
っ
て
い
る
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

補
助
制
度
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
員
等
と

の
連
携
に
よ
る
、
イ
ベ
ン
ト
等

の
開
催
を
検
討
し
て
い
く
。
更

に
、
設
置
コ
ス
ト
の
低
下
や
国

等
の
補
助
制
度
の
動
向
な
ど
を

踏
ま
え
、
制
度
の
見
直
し
を
図

っ
て
い
く
。

（発言順及び時間）
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み

ら

い

金
子　
　

正　
　

田
中
幸
太
郎

並
木　

ま
き　
　

荒
木　

詩
郎

岩
井　

清
郎　
　

寒
川　

一
郎

民

主

･

連

合

佐
藤　

義
一　
　

石
原
よ
し
の
り

守
屋　

貴
子

る
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

は
、
い
た
し
か
た
な
い
と
理
解

は
し
て
い
る
が
、
今
後
の
見
通

し
と
し
て
、
こ
の
要
件
を
付
け

た
ま
ま
、
制
度
を
継
続
し
て
い

く
の
か
、
そ
れ
と
も
全
て
の
児

童
に
対
し
て
無
料
化
を
図
っ
て

い
く
た
め
の
財
源
が
確
保
で
き

れ
ば
徐
々
に
無
料
化
を
拡
大
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
、

現
段
階
で
の
方
向
性
を
問
う
。

答　

経
済
状
況
が
依
然
と
し
て

不
透
明
な
中
、
子
育
て
世
代
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
給
食

食
材
の
現
物
支
給
と
合
わ
せ
て
、

今
回
の
３
人
目
以
降
の
給
食
費

無
料
化
に
つ
い
て
も
、
平
成
25

年
度
以
降
も
継
続
で
き
る
よ
う

予
算
措
置
に
向
け
て
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
無
料
化
対

象
者
の
拡
大
は
、
事
業
費
に
数

億
円
単
位
の
予
算
が
必
要
と
な

り
、
実
施
に
は
困
難
が
伴
う
と

思
わ
れ
る
。
今
後
も
関
係
部
署

と
慎
重
に
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

東
京
ベ
イ
・
浦
安

市
川
医
療
セ
ン
タ
ー

問　

東
京
ベ
イ
・
浦
安
市
川
医

療
セ
ン
タ
ー
は
、
民
設
民
営
と

し
て
、
３
カ
年
の
建
て
替
え
期

間
を
経
て
、
新
病
院
が
平
成
24

年
２
月
に
新
装
オ
ー
プ
ン
し
た
。

総
合
病
院
の
存
続
が
実
現
し
た

今
、
主
た
る
目
的
で
あ
る
救
急
、

周
産
期
、
小
児
医
療
の
目
的
が

し
っ
か
り
果
た
せ
る
の
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
課
題
と
し
て

段
階
的
に
具
体
的
な
進
展
を
図

る
と
あ
る
が
、
進
捗
の
状
況
と

見
通
し
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
「
可
能

な
限
り
救
急
患
者
を
断
ら
な

い
」
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
、

救
急
専
門
医
等
を
24
時
間
３
６

５
日
体
制
で
配
置
し
、
３
次
救

急
の
補
完
を
考
慮
し
た
高
度
か

つ
積
極
的
な
２
次
救
急
を
行
っ

下
げ
る
と
共
に
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
へ
の
政
策
転
換
が

必
要
と
認
識
し
、
引
き
続
き
、

節
電
等
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

の
推
進
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
普
及
促
進
に
努
め
て
い
く
。

保
健
・
医
療

・
福
祉
施
策

問　

施
政
方
針
の
主
要
な
施
策

に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
を
始

め
と
し
た
生
活
に
密
着
し
た
施

策
に
取
り
組
む
と
あ
る
。

　

東
京
ベ
イ
・
浦
安
市
川
医
療

セ
ン
タ
ー
が
平
成
24
年
４
月
に

18
科
目
の
診
療
を
開
始
す
る
が
、

本
市
が
、
同
病
院
に
期
待
す
る

こ
と
は
何
か
。
ま
た
、
お
た
ふ

く
か
ぜ
の
予
防
接
種
年
齢
は
引

き
下
げ
る
が
、
が
ん
検
診
の
実

施
、
子
宮
頸
が
ん
等
の
３
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
全
額
負
担
等
、
ほ

と
ん
ど
が
継
続
事
業
で
あ
る
。

主
要
な
施
策
に
市
民
の
健
康
づ

く
り
が
重
要
で
あ
る
と
あ
る
が
、

ど
こ
に
重
要
性
を
認
識
し
て
い

る
の
か
。
次
に
、
児
童
虐
待
に

つ
い
て
の
市
の
対
応
策
を
問
う
。

答　

東
京
ベ
イ
・
浦
安
市
川
医

療
セ
ン
タ
ー
は
、
重
篤
患
者
に

対
応
可
能
な
、
２
・
５
次
救
急

医
療
や
24
時
間
対
応
の
小
児
救

急
、
新
生
児
医
療
等
を
行
う
医

療
機
関
と
し
て
期
待
し
て
い
る
。

　

予
防
接
種
や
各
種
健
診
の
受

診
は
、
疾
病
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
に
重
要
で
あ
り
、
が
ん

検
診
に
つ
い
て
は
、
国
が
示
す

受
診
率
50
％
を
目
標
に
、
受
診

率
向
上
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、

現
在
、
国
が
目
指
す
お
た
ふ
く

か
ぜ
を
含
む
７
つ
の
予
防
接
種

の
法
定
接
種
化
に
対
応
す
る
た

め
、
医
師
会
と
連
携
を
図
る
。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
虐

待
を
受
け
る
子
ど
も
の
安
全
と

命
を
守
る
こ
と
を
中
心
に
対
応

し
て
き
た
が
、
今
後
は
、
虐
待

を
起
こ
し
て
し
ま
う
親
へ
の
支

援
も
含
め
、
虐
待
予
防
、
再
発

防
止
施
策
を
実
施
し
て
い
く
。

原
子
力
発

電
所
事
故

問　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
に
お
い
て
、
も
し
、
水
蒸

気
爆
発
が
発
生
す
れ
ば
、
放
射

能
汚
染
に
よ
る
被
害
が
更
に
拡

大
し
、
首
都
圏
の
３
千
万
人
が

避
難
対
象
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
と
聞
く
。
今
回
の
原
発
事

故
は
、
原
子
力
発
電
を
行
う
電

力
会
社
、
そ
れ
を
許
可
す
る
経

済
産
業
省
、
安
全
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
原
子
力
安
全
委
員
会
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
原
子
力
村
の
安

全
軽
視
に
よ
る
人
災
で
あ
る
。

日
本
は
、
地
震
大
国
で
あ
り
、

活
動
期
に
あ
る
今
、
す
ぐ
に
原

発
を
停
止
す
べ
き
と
は
言
わ
な

ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業

費
は
24
年
度
に
約
１
１
８
億
２

千
万
円
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
が
、

25
年
度
か
ら
の
３
年
間
の
事
業

費
で
は
約
１
３
０
億
円
に
な
る

と
見
込
ん
で
お
り
、
一
定
の
見

通
し
は
立
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
今
後
は
外
環
道
路

や
都
市
計
画
道
路
に
関
連
し
た

下
水
道
整
備
、
老
朽
化
し
た
公

共
施
設
へ
の
対
応
等
も
重
要
と

な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
基
金

や
市
債
の
活
用
を
図
る
と
共
に
、

国
・
県
と
補
助
金
等
の
協
議
を

進
め
、
財
源
の
確
保
に
努
め
て

い
く
。橋

の
整
備
計
画

問　

仮
称
妙
典
橋
に
つ
い
て
は
、

前
後
の
道
路
整
備
を
含
め
た
早

期
の
整
備
が
望
ま
れ
、
ま
た
、

行
徳
橋
に
つ
い
て
は
老
朽
化
が

心
配
さ
れ
て
い
る
。
市
は
こ
の

両
橋
の
完
成
時
期
を
ど
う
見
込

ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、
橋
り

ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策

定
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の

計
画
の
目
指
す
も
の
は
何
か
。

ジ
ェ
ク
ト
が
総
仕
上
げ
の
段
階

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
総

仕
上
げ
の
段
階
で
心
配
な
の
は

各
事
業
の
見
込
み
と
、
こ
れ
に

伴
う
本
市
負
担
に
よ
る
財
源
の

影
響
と
財
政
基
盤
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
市
は

こ
れ
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答　

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

18
号
整
備
事
業
を
始
め
と
し
た

ビ
ッ
グ
プ
ロ

ジ

ェ

ク

ト

問　

平
成
27
年
度
完
成
を
目
指

す
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
18

号
整
備
事
業
を
始
め
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
延
命
化
事
業
、
本

八
幡
駅
北
口
Ａ
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
な
ど
の
ビ
ッ
グ
プ
ロ


